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研究成果の概要（和文）：日本型ボーングローバル企業の戦略行動を、設立から時間をかけて海外展開する伝統
型企業の海外進出との比較分析を通じて解明しようとした。比較については、市場戦略を中心に技術や組織など
の多面的に比較することで、日本型ボーングローバル企業の戦略行動特性を解明しようとした。研究の方法は事
例分析とアンケート調査を組み合わせるという方法で行われた。調査結果は、早く海外展開するボーングローバ
ル企業は、やはり市場戦略については、いろいろと違いを見いだすことができたが、その他の点では、大きな違
いを見いだすことはできなかった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this paper is to clarify the strategic behavior of japanese 
bourne global companies through comparative analysis with the overseas expansion of traditional 
cmopanies.Regarding the comparison, this paper attempts to elucidate the strategic behavior 
characteristics of the Japanese Bong Global enterprises by multifaceted comparisons such as 
technology and organization mainly on the market strategy.The method of the study was a combination 
of case analysis and questionnaire survey.The results of the survey show that early-stage borg 
global companies were able to find a variety of differences in market strategies, but not in other 
respects.

研究分野： グローバルマーケティング

キーワード： マーケティング　市場戦略　ポーングローバル　海外進出　グローバルマーケティング　イノベーショ
ン　組織マネジメント　事業創造
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本型ボーングローバル企業の戦略行動特性を解明することで、他の海外で行われているボーングローバル企業
との戦略行動の比較分析が可能になる。そのため、今後は他の国との国際比較分析へとつなげることが可能にな
ることは、学術的にも意義が大きいと考えられる。また、日本においてもここ数年、中小・ベンチャー企業の海
外展開が加速度的に増えていることからも、ボーングローバル企業の海外展開の成功要因を抽出することは、海
外進出を意図する中小・ベンチャー企業にも大きなベンチマークとなることは間違いない。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
  
設立から数年以内に海外展開するボーングローバル企業(以下、BGC)自国市場が小さいために

海外展開すると言われてきた。事実、自国市場が小さい北欧などに BGC が多いのも事実であ
る。しかも、産業としては最初から世界に市場が存在する、ハイテク産業などから多く輩出され
てきた。しかし、今や BGC は多様な産業で、しかも、母国市場の規模に関係なく、多様な国か
ら生まれている。事実、日本でもサービス産業から製造業まで幅広い分野で BGC が台頭してき
ている。しかし、ここ数年の海外の調査では、かならずしもボーングローバル企業と段階的に海
外進出のレベルを上げていく企業との間には戦略的にさほど大きな違いがないという研究も散
見されだした。そのため、我々は製造業分野を中心に、BGC の事例およびアンケート調査によ
って、日本の BGC の戦略行動特性を改めて捉えなおすために、この研究に着手した。 

 
２．研究の目的 
本研究は、グローバルベンチャーの戦略行動分析を通じてグローバル戦略のニューパラダイ

ムを目指すものである。ベンチャー企業に関する研究は、事業の立ち 上げ方法と、それに伴う
リーダーシップの研究が圧倒的に多く、ベンチャー企業の戦略特性を、グローバルな視点から分
析を試みたものはあまり多くはなかった。そのため、本研究ではグローバルベンチャーの戦略行
動を多角的な視点に立って研究を進めてきた。具体的には、日本のグローバルベンチャーの創業
者の特性、参入方法、マーケティング、組織能力構築プロセスなどを事例とアンケート調査を通
じて解明していくことを目的としてきた。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は研究の蓄積の段階からも考えて、定性的研究(事例研究)と定量的研究(アンケート調

査)の二つの方法を用いて日本型ボーングローバル企業の戦略行動特性の解明を進めてきた。 
 
 
４．研究成果 
 
 段階的に海外進出(以下、伝統型企業)のレベルを上げる企業の戦略特性を多角的な視点から
比較分析することで、日本のボーングローバル企業の特性を明らかにすることである。またアン
ケート調査と同時に、地方にある中堅・中小・ベンチヤー企業の事例調査も継続的に 進めてき
た。ここではすべての項目を議論できないので、調査で際立った違いの項目を取り上げて報告す
る。アンケート及び事例の調査の結果から、経営戦略の 特徴では、伝統型とボーンではあまり
差がみられなかった。しかし、質問項目である「成長速度とマネジメントシステムの適合を常に
考える」では、ボーンより も伝統型の方が、明らかに成長速度とマネジメントシステムの調和
を考えていることがわかる。十分に国内で競争優位性を構築してから海外進出する伝統型企業 
の方が、常に成長とマネジメントシステムを慎重に考えて戦略を展開すると考えられる。 
それに対して、ボーングローバル企業の場合、海外での事業展開が急激に成長することもある

ことから、事例研究でも明らかであったが、マネジメントと成長速度の調和よりも、より成長機
会をベースに戦略を展開すると考えられる。我々の調査の経験からも、ボーングローバル企業の
経営者は、成長する時には徹底的にアクセルを踏むという経営者 が多い。グローバル化を成長
の中核とするボーングローバル企業にとっては、短期的にしか成長の窓は開いていないという
ことであろう。競争・顧客関係のマネジメントについては、かなり類似性が高く、両企業とも顧
客の関係性構築をペースに戦略を組み立てている。両企業ともニッチ市場を ベースにグローバ
ルに競争していることからも、かなり戦略の類似性が高い。また、両企業とも市場需要の波及効
果が高い顧客を意図的に選択していた。 
ボーングローバル企業の市場戦略のマネジメントについては、アンケート調査をベースに分

析を行った。とくに市場戦略にフォーカスしたのは、海外でのボーングローバル企業の研究では、
段階的に海外進出レベルを上げていく伝統型の海外進出企業とのいちばんの違いが、市場戦略
にあると言われているからである。そのため、日本型ボーングローバ ル企業の市場戦略の解明
は意義あると考えられる。「市場戦略のマネジメントの特徴」の質問項目では、顧客との関係を
強化する項目で評価得点が高かったことから、顧客との接点を多くもつことで製品開発につな
げているかが理解できる。しかも、顧客の要求に対して解決できない場合、なぜ解決できなかっ
たかを伝え ることは、結局、顧客に対して高いロイヤリティを生み出すことにもつながる。ま
た。アンケート調査した企業は、顧客との取引の関係性を重視しているのは、 売った後にこそ、
ビジネス機会があるという認識のためである。そのためか、「既存のデータによって市場規模を
考えることはない」の評価点は低くなっている。既存データによって市場規模は考えることはな
く、あくまで 顧客ニーズをベースに市場戦略を組み立てている。また、新製品開発につながり、



かつ取引関係を拡大するような筋の良い顧客を選択している。つまり、顧客の 選択基準が明確
である。成長に伴う市場の壁を突破するには、多様なセグメントの顧客ニーズに対応するのでは
なく、あくまでも顧客の選択基準を明確にし、自社のコンピタンスに適合する顧客を選択すると
いうことである。 
 ボーングローバル企業は、伝統型企業と異なり、資源的には劣勢にあることからも、技術開発
などの時間を要する資源の蓄積よりは、マーケティングスキルを武器に、素早く市場への浸透を
図るという戦略を取ることが多いと考えられる。事例研究でも、設立からかなり時間の経過して
いる企業でも、既存の技術を深掘りするというよりは、その技術を多様な市場の出口につなげる
ことで持続的な成長を遂げている企業が多かった。 
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